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第２回「北広島市住生活基本計画」策定検討委員会会議録 

 

日 時 令和６年 10 月 23 日（水）10 時 00 分 ～ 11 時 30 分 

会 場 市役所３階 会議室３Ｄ 

出 席 委 員 安藤委員長、川俣委員、小池委員、高杉委員、木村委員、羽田委員、千

葉委員、中垣委員 

欠 席 委 員 秋島委員、関川委員 

市 出 席 者 （市建設部建設総務課）庄司次長、池端主査、佐藤主任 

（市建設部建築課）瀬田松課長、今井主査 

（業務受託者）日本データーサービス株式会社 

傍 聴 者 なし 

会 議 次 第 １．開会 

２．議事 

１)前回ご意見への回答 

・地区別の課題、空家状況 

２)施策体系図(案) 

３)ミライ会議、きたひろトークの結果概要 

３.その他 

４.閉会 

 

１  開  会 

○事務局より開会。 

 

２ 議  事 

１）前回ご意見への回答 

〇受託者から地区別の課題、空き家の状況について説明。 

 

（Ａ委員） 

・北広島団地地区における「安全性などの住環境に関する問題点」について、市民アンケー

トでは具体的にどのような安全性の項目を尋ねていますでしょうか。 

 

（回答） 

・市民アンケートでは、「災害時の避難のしやすさ（道路幅、避難所など）」、「周辺道路の歩

行時の安全性」の満足度を調査しており、これらの項目で安全性について尋ねています。

また、北広島団地地区はこれらの満度度が低い傾向にあることから、課題としています。 
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（Ｂ委員） 

・市民アンケートの回答者に関して、アンケートの対象者や地区ごとにどの年齢層が多いか

教えてほしいです。 

 

（回答） 

・全体の回答数は 377 票でした。東部地区は 30 代、北広島団地地区及び西の里地区は 75歳

以上、大曲地区は 50代、西部地区は 60代の回答が多く、全体で見ると 30 代から 50 代及

び 75歳以上の回答が多い状況でした。 

 

（Ｂ委員） 

・北広島団地地区では高齢者が多く回答しているため、安全性や住環境に関する意見が出や

すいと考えられます。一方で、東部地区は若年層の回答が多く、居住期間が短いことが影

響して、満足度が高くなる傾向があると考えられます。そのため、課題を示す際には、地

区ごとの回答が多い年齢層の情報も併せて掲示してほしいです。 

 

（Ｃ委員） 

・5つの地区の課題については、市民アンケート結果の内容が反映されているという理解で

よろしいでしょうか。 

 

（回答） 

・市民アンケートと国勢調査を含む統計情報を基に課題を整理しました。 

 

（Ｃ委員） 

・北広島市住生活基本計画には、バックデータとして統計的な情報なども掲載する予定はあ

りますでしょうか。 

 

（回答） 

・バックデータを掲載する予定ではありますが、本編もしくは資料編として掲載するかは検

討中です。 

 

（Ｃ委員） 

・大曲地区と西部地区に「公共交通の充実」という表現があるが、これは JR とバスのどち

らを指していますでしょうか。 

 

（回答） 

・市民アンケートでは、バスや JRといった具体的な名称は記載されておらず、「地区を結ぶ

公共交通の充実」とのみ記載しています。回答の多くは、市が計画に関わっているバスを

指していると考えています。 
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（Ｃ委員） 

・「公共交通の充実」については、他の地区も同様の問題を抱えていると考えますが、現状

の記載では大曲地区と西部地区だけが「公共交通の充実」を求めているように見えてしま

うと考えます。こちらについて、示し方が難しい部分ですが、どのようなことを考えてい

るのか教えていただけますでしょうか。 

 

（回答） 

・北広島市住生活基本計画に記載する際には、他の地区と比較して最も多く見られた傾向を

課題として挙げていることを明記したいと考えています。 

 

〇受託者から施策体系図（案）について説明。 

 

（Ａ委員） 

・分野「ひと」施策 1-1 の「子育て世帯や高齢者向け住宅の供給適正化の推進」について、

具体的な内容を教えていただけますでしょうか。 

 

（回答） 

・分野「ひと」施策 1-1 の「子育て世帯や高齢者向け住宅の供給適正化の推進」について、

昨年度まで、住み替え支援セミナーや空き家相談会を開催していたところです。今年度か

らは、これらの相談会の内容を兼ねた幅広くすべての世代を対象とした住まいの相談会

を開催しているところです。 

 

（Ａ委員） 

・今までは、若い方を対象とした相談会は設けていなかったのでしょうか。 

 

（回答） 

・世代を限定したような相談会ではないものの、住み替え支援や空き家相談会といった内容

のため、参加者のほとんどは高齢の方々でした。そこで、幅広い世代に参加してもらえる

よう住まい全般の相談を行うことができる住まいの相談会として開催することで、子育

て世代など若い方々に対しても参加してもらえるような取り組みを行っているところで

す。 

 

（Ａ委員） 

・新たに何かを建てるわけではないのでしょうか。 

 

（回答） 

・新たに何か建てるわけではないですが、住まいの相談会に参加する事業者のお力を借りて

例えば既存の施設の紹介や空き家の情報発信などを行います。 
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（Ａ委員） 

・高齢者が広い一軒家から、別の場所に住み替えしたい場合、その売却した空き家の情報な

どを若い世代に向けて発信しますでしょうか。 

 

（回答） 

・北広島不動産協会と連携しているため、高齢者の方が今住む家を今後どうしたいかを相談

していただき、そこで空いた家を若い世代に紹介するなど、既存の住宅を活用する取り組

みを進めていくところであります。 

 

（Ａ委員） 

・分野「ひと」施策 2-1 の「住居確保給付金」について、具体的な内容を教えていただけま

すでしょうか。 

 

（回答） 

・住居確保給付金とは、平成 27 年度に開始したきたひろしま暮らしサポートセンターぽる

とで実施している生活困窮者の支援制度であり、細かな条件がありますが、離職・廃業か

ら 2 年以内または休業等により収入が減少し、離職等と同程度の状況にある方のうち住

居を喪失した方又は喪失する恐れのある方々を対象に、家賃相当分の給付金を支給する

内容となります。 

 

（Ａ委員） 

・分野「ひと」施策 3-2 の「西部地区の義務教育学校化の検討推進」について、具体的な内

容を教えていただけますでしょうか。 

 

（事務局） 

・このことについて、当別の義務教育学校のような体制を西部地区で検討しており、義務教

育学校化の検討に向けて、教育総務課が主体となって検討を進めているところでありま

す。同一施設での小・中学校を検討しているところであります。 

 

（Ａ委員） 

・分野「まち」施策 4-1 の「建築物の耐震化促進」について、具体的な内容を教えていただ

けますでしょうか。 

 

（回答） 

・このことについて、昭和 56 年 5 月 31 日以前に建築した建物が補助金の対象であり、耐

震診断は 4万円、耐震改修については最大 30万円となります。補助金の募集については、

毎年 4月 1日から 8月 31日まで行われており、補助実績は耐震診断が 2件、耐震改修が

0件となっております。周知については、市広報やホームページ、各出張所にポスターを
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貼って周知を進めているところです。実績は少ないですが、今後も継続的に進めていく予

定です。 

 

（Ａ委員） 

・分野「まち」施策 6-2 の「北広島若葉町団地の跡地活用に向けた検討推進」について、具

体的な内容を教えていただけますでしょうか。 

 

（回答） 

・このことについて、隣接する UR都市機構との兼ね合いも含め、職員住宅の活用を検討す

る予定です。 

 

（Ｄ委員） 

・分野「まち」施策 6-1 の「駅西口のエリアマネジメントの推進」、施策 6-2 の「北広島若

葉町団地の跡地活用に向けた検討推進」に係る内容ついて、輝美町団地にも道営住宅の跡

地があり、若葉町団地の跡地の何十倍も広いですが、この跡地は都市計画の市街化区域に

含まれていますが、現状は跡地が荒れ放題です。市はこの状況に対してどのような対応を

行っているのか教えていただけますでしょうか。 

 

（回答） 

・市としましては、輝美町団地は道営住宅となるため、北海道と余剰地の利活用等について

意見交換を行っているところです。来年の春先から建て替えを進める方向で事業が決定

したとの報告を受けており、3棟の建て替えが決まっているところです。また、建て替え

に伴い余剰地が発生するため、その余剰地の利活用等についても北海道と引き続き協議

を進めていくところです。 

 

（Ｄ委員） 

・建て替え時期は決まっていますでしょうか。 

 

（回答） 

・1棟ずつの建て替えする計画が出ている方針で進めていますが、既存団地の解体時期につ

いては、既存団地に住む住民の住み替え先も関係するため、決定していないと北海道から

伺っております。余剰地の利活用等する時期についても、市への需要も関係するため、あ

まり遅くならないように実施するよう検討していただくように北海道と継続して意見交

換を行う予定です。 

 

（Ｃ委員） 

・「ひと」、「まち」、「いえ」の分野が重なる内容について、計画書にはどのように表現する

のか教えていただけますでしょうか。 
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（回答） 

・課題整理の段階では、重なる部分をベン図で示す予定です。一方で、目標や施策の整理に

ついては、体系図のように分けて整理し、重複している内容は文章で補足する予定です。

北広島市住生活計画が浸透していない部分も考慮し、誰にでも理解しやすいものを作成

し、より多くの人に見てもらいたいと考えているところです。 

 

６）ミライ会議、きたひろトークの結果概要 

〇受託者からミライ会議、きたひろトークの結果概要について説明。 

 

（Ｂ委員） 

・星槎道都大学の不動産管理を担当しておりますが、今年訪問販売の詐欺案件を 3 件受け

ました。これらはインターネット等を利用した詐欺被害であり、マルチ商法的な詐欺が発

生しています。18 歳で成人扱いとなるため、親に相談せずに加入するケースです。こち

らについては、不動産管理会社や星槎道都大学、北広島市と連携して何か対策や問題意識

の共有できればと考えています。 

・一人暮らしの方々の安全性の確保について、安価で導入できる警報システムを検討してい

るので、こちらも不動産管理会社や星槎道都大学、北広島市と連携して対策できればと考

えています。 

・闇バイトの問題もあるので、治安を守るための情報発信が重要だと思います。 

 

（Ａ委員） 

・訪問販売の抑止力に繋げるステッカーは効果があると聞いています。 

 

（Ｂ委員） 

・警察からはそのようなステッカーがあっても、友人の訪問による紹介の場合は条例に違反

しないため、特に集合住宅に住む学生同士になるとあまり効果がないと聞いたことがあ

ります。そのため、物件全体に訪問販売をお断りする旨を掲示するなどの対策を講じてい

ると効果があると言われています。 

 

（Ｃ委員） 

・ミライ会議やきたひろトークについて、星槎道都大学の生徒や市の職員に加え、市外の北

海道医療大学の学生との意見交換を実施したことで、客観的な視点から貴重な意見を得

ることができ、とても有意義な時間となったのではないかと思います。今後も学生とのヒ

アリングを継続的に行うことを検討してはどうでしょうか。 

 

（回答） 

・北海道医療大学の移転や、星槎道都大学の学生の約 4 割が市内に居住していることを踏

まえ、継続的にヒアリングやアンケートを実施し、若い人たちにとって住みやすいまちづ
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くりが進められるようにしていきたいと考えております。 

 

（Ｅ委員） 

・北広島駅西口の再開発はコンパクトシティ構想の取り組みと関連していますでしょうか。 

・団地地区は容積率の上限が厳しく、以前は二世帯住宅を建てることが難しかったため、推

論ではありますが、若い世代が二世帯住宅を建てられず、結果として若い層が住まなくな

り、団地の高齢化が進んだと聞きます。容積率の緩和について、地域住民の同意等も出て

くると思いますが、容積率の改善について、今後のまちづくりのネックになってくると思

いますが、市として今後どのように検討していくのかお聞きしたいです。 

 

（回答） 

・確認して次回の委員会で回答させていただきます。 

 

４ その他 

（事務局） 

・今後のスケジュールについて、候補日の説明。 

 

５ 閉  会 

 

以上 
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議事録署名              
 
                   

 


